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研究成果の概要： 
神経毒生産型渦鞭毛藻による麻痺性貝毒の被害を未然に防ぐため，高感度発生予察法を開発す

ることを目的とし研究を行った。手法としては，これまでの客観的で正確性に欠ける顕微鏡観

察法に変わる手法として，新規遺伝マーカーを用いた網羅的クローンライブラリー法を開発し

た。開発した手法を用いた結果，麻痺性貝毒発生海域の海水中における本藻類の動態ならびに

詳細な発生種の把握（個体群解析）が可能であった。さらに，有毒・有害プラントンの多くが

休眠細胞となって沈降する底泥サンプルの培養ならびにクローンライブラリー法による実験結

果から，春期における渦鞭毛藻のブルーム発生の予察もできる可能性が示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 

渦鞭毛藻数種は、麻痺性貝毒(Paralytic 

shellfish poisoning:PSP)の原因となるサキ

シトキシンやゴニオトキシン等の強力な神

経毒を生産する。これら藻類の生産する毒は、

食物連鎖を通じカキやホタテなどの二枚貝

に蓄積され、万一人間が毒化した貝を食した

場合，高死亡率の神経系食中毒症状が現れる。

近年、世界各地において麻痺性貝毒が多発し

ており、水産養殖業や食品衛生上深刻な問題

となっている。日本においても、渦鞭毛藻有

毒種が三陸沿岸や瀬戸内海沿岸を中心に発

生を繰り返しており、本藻による被害防止の

ための監視体制を整えることは必須となっ

ている。 

 

２．研究の目的 
麻痺性貝毒の発生状況を正確に把握すると



ともに,春先の貝毒による被害を未然に防ぐ

高感度発生予察法を開発する事を本研究の

目的とした。 

 
３．研究の方法 
1.毎年貝毒発生が頻発する大阪湾 5地点にお
いて定期的（月一回）サンプリング（ 平成
18 年 3 月〜平成 12 年 3 月）を行った。サン
プルとしては，海水ならびに底泥サンプルを
採取した。  
2.新規遺伝子マーカーを開発し，クローンラ
イブラリー法を用いた海水中の有毒・有害プ
ランクトン個体群集の網羅的構造解析を行
った。 
3. seed population として有毒・有害プラ
ンクトンの多くが休眠する底泥中の個体群
集構造解析を，開発した遺伝マーカーを用い
て行った。 
4.底泥サンプルを藻類培地に摂取し大増殖
時の条件で培養した。増殖した種の構造解析
をするとともに，増殖時の全 RNA を回収し，
ブルームのマーカーとなる遺伝子を探索し
た。  
 
４．研究成果 
1.開発した網羅的手法により，これまでの顕
微鏡観察によるモニタリングでは不可能で
あった詳細な渦鞭毛藻の個体群解析が現場
レベルで可能であることが明らかと成った。 
2.網羅的遺伝解析により，大阪湾において発
生する有毒有害プランクトンの詳細な種組
成を明らかにした。構成種の中には，日本で
の 大 量 発 生 の 報 告 が ほ と ん ど な い
(ex.Alexandrium minutum)種も多数あり，今
後は，綿密な動態把握を含めたモニタリング
が必要である事が示唆された。 
3.底泥中のサンプルの網羅的解析により，貝
毒発生の原因となる種の発生予察が可能で
あった。また，遺伝マーカーを用いた real 
time PCR により，発生規模も把握できる可能
性が示唆された。 
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